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清泉女学院短期大学 卒業認定に関する規程 

 

 

 (趣旨) 

第 1 条 この規程は、清泉女学院短期大学学則の規定により、学生の卒業について

定める。 
 (卒業認定要件) 

第２条 卒業の認定を受ける者は、清泉女学院短期大学学則別表（1）及び別表（2）

に定める卒業に必要な単位を修得することとする。 

2 単位認定にあたっては、本規程の別表に定めた出席日数を満たすことが必要条件

とされる。 
3 卒業の認定を受ける者は、清泉女学院短期大学学則に定める修業年限以上在学し

修業した者とする。 

4 清泉女学院短期大学学則別表（3）に定める学納金を納めている者とする。 

 (認定時期) 

第３条 卒業認定は、原則として学年末に行うものとする。ただし、8 月末日まで

に前条に規定する卒業要件を満たした学生は、卒業認定を 9 月末日までに受ける

ことができる。 

(卒業認定の手続き) 
第４条 卒業に係る認定は、以下に掲げる手続きに則る。 

(1)学則に定める在籍年数、出席状況、成績評価を含めた単位取得状況等の要件を

充足しているかを学生支援部が確認のうえ、「単位認定一覧表」を作成、教務

委員会に提出 
(2)教務委員会は、上記１）の資料を確認後、教授会に審議事項として議案を提出 

(3)教授会において上記２）の議案を審議 
(4)学長は上記の審議を経て、卒業を認定する。 

(事務) 

第５条  卒業認定に関する事務は、学生支援部において行う。 
(雑則) 

第６条 学生の卒業に関してこの規程に定めていない事項については、学長が決定

する。 
 

 
附 則 

この規程は、2019 年 4 月 1 日から施行する。 
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別 表  

当 該 科 目 の 欠 席 時 数 が 全 授 業 の 1/3 を 超 え た 場 合 （ 出 席 時 数 が 2/3 に 達

し な い 場 合 ） に は 、 そ の 科 目 の 受 験 資 格 を 失 い 、 単 位 は 与 え ら れ な い 。

遅 刻 、 早 退 の 回 数 が 多 い 場 合 に も 欠 席 と み な さ れ る 場 合 が あ る 。  

出 席  履 修 す る 授 業 は 毎 時 間 出 席 す る こ と が 原 則 で あ り 、 病 気 そ の

他 不 可 抗 力 に よ る 場 合 で も 欠 席 と な る （ 下 記 の 公 欠 席 を の ぞ

く ）  

欠 席  病 気 、 け が の た め 欠 席 が 1 週 間 以 上 に お よ ぶ 場 合 は 、 医 師 の

診 断 書 を 添 え て 欠 席 届 を 学 生 支 援 部 に 提 出 す る  

公 欠 席

（ 公 欠 ） 

下 記 に 定 め る 事 由 の 場 合 は 公 欠 席 と し て 扱 う 。 公 欠 席 届 に 学

生 支 援 部 の 印 を 受 領 の う え 、 授 業 科 目 の 担 当 教 員 に 提 出 す る

こ と 。 た だ し 、 公 欠 席 は 出 席 と し て 扱 わ れ る こ と は な く 、 授

業 日 数 か ら 公 欠 席 の 日 数 を 差 し 引 い た 日 数 を 当 該 科 目 の 授 業

日 数 と し て 、 受 験 資 格 の 有 無 を 決 定 す る  

① 慶 事 ・ 弔 事  

・ 兄 弟 姉 妹 等 の 結 婚 ： 1 日  

・ 忌 引 き (父 母 、 保 護 者 )： 5 日 、 (祖 父 母 、 兄 弟 姉 )： 3 日  

② 教 育 実 習 、 保 育 実 習 、 施 設 実 習 、 介 護 等 体 験 及 び 当 該 科 目

に 係 る 打 ち 合 わ せ で 担 当 係 が 認 め た 場 合  
③ 公 認 ク ラ ブ の 対 外 試 合 、 発 表 会 な ど に 出 場 す る 場 合 、 ま た

は 公 式 の 招 聘 状 な ど に よ っ て 大 会 な ど に 出 場 す る 場 合  
④ 就 職 活 動 ・ 入 学 試 験 日 及 び そ れ に 要 し た 時 間 。 た だ し 各 授

業 科 目 1 回 の み と し 、 キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー に 届 け 出 る こ と  

⑤ 就 職 内 定 先 の 研 修 に 参 加 し た 場 合 。 全 授 業 科 目 通 じ て 1 日
の み と し 、 キ ャ リ ア 支 援 セ ン タ ー に 届 け 出 る こ と  

⑥ 災 害 等 に よ り 、 通 学 が 著 し く 困 難 な 場 合  

⑦ 学 校 保 健 安 全 法 に 定 め ら れ て い る 感 染 症 に か か っ た 場 合  
⑧ そ の 他 の や む を 得 な い 理 由 に よ り 学 生 支 援 部 が 認 め た 場 合  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

  

 


